
指標：

事務事業の
性格

類型

平成 19 年度 終了(予定)時期 平成 24 年度 会計区分

　Ⅰ-２　投入量

No. 区分 H20年度決算 H21年度決算 Ｈ２２年度決算 H23年度予算 H24年度予算

① 　事業費 （千円） 31,457 31,736 24,621 34,000 14,000 
（千円） 179 95 122 

40 8 2 
37 155 

29,200 29,420 20,740 27,500 14,000 
17 81 69 
26 100 68 

①’ 委託料 1,995 1,995 3,465 6,500 
② （％） 6.3% 6.3% 14.1% 19.1%

③ 　人件費（24年度は見込） （千円） 7,639 6,832 6,560 4,742 2,937
職員(課長級） （人） 0.08 0.08 0.06 0.03 0.01
職員(課長補佐級、係長級） （人） 0.26 0.21 0.19 0.19 0.14
職員(係員） （人） 0.46 0.44 0.48 0.30 0.17
嘱託職員等人件費 （千円）

④ 　年間経費（①＋③） （千円） 39,096 38,568 31,181 38,742 16,937 
⑤ 　特定財源（市税等の一般財源以外） （千円）  31,736 24,621 34,000 14,000 

（千円）

（千円）

その他( )（千円） 31,736 24,621 34,000 14,000 
⑥ 　京都市年間負担経費（④－⑤） （千円） 39,096 6,832 6,560 4,742 2,937 
⑦ 　受益者負担率（受益者負担分÷④） （％） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

通信運搬費

基金繰入金

　委託料が事業費に占める割合（①’÷①）

国庫・府支出金

委員会運営委託

受益者負担分(使用料, 手数料等)

旅費（委員との協議）

負担金補助及び交付金（採択事業への助成金）

その他(使用料及び賃借料）

（どのような状態にしたいのか）

需用費（プレゼン会　チラシ作成経費）

報償費（委員謝礼）

年間経費等推移

活　動
内　容

事
業
概
要

対　象

　環境分野における優れた技術シーズや斬新なアイデアを全国から公募し，実用化に向けた研究開発等を支援
することにより，先進技術・サービス・情報の集積を図るとともに，低炭素社会，循環型社会の構築に向けた
取組を推進する。

（どのような手段で）

　京都市内の中小企業者，個人事業者，研究者及び特定非営利活動法人等

（誰を，何を）

■　一般会計　　　□　特別会計

　市内の中小企業者，個人事業者，研究者及び特定非営利活動法人等が実施している調査研究・試験的事業な
どの中で，事業としての方向性は見出されているが，資金的に実用化に向けた実証研究・試行実施が困難な状
況にある事業について，公募，審査を行い，助成を実施する。

目　　的

Ⅰ　事業の概要

事務事業評価票 1030016No.

開始時期

 □ 全部補助等

京の環境みらい創生事業実施要綱
京都市循環型社会推進基本計画（2009－2020）

□　義務的事業　　■　任意的事業

２　事業補助

　Ⅰ-１　事業の概要

A　一般型（平成２２年度分）

通常評価

平成23年度

環境政策局循環型社会推進部循
環企画課

24,621 
縮小等による

見直し

213-4930

 □ 全部委託

循環企画課長 牧村 雅史

(連絡先)

京（みやこ）の環境みらい創生事業

http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000078279.html

２２決算額
（千円）

２３予算額
（千円）

今後の方向性 ２４予算額
（千円）

目標達成度評価

34,000 

新規助成件数

14,000 

(評価票作成者)

実施根拠
(法令，条例，
規則，要綱等)

所管局部課等
事務事業名

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

委託先：(財)京都高度技術研究所（委員会運営委
託，事後評価実施業務委託）
補助先：アクアフェアリー㈱，笠井産業㈱

委託(補助)先の名称，委託(補助)の内容

業務運営方法

 □ 直営

 □ 部分委託

 ■ 部分補助等

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%110%120%

H20年度

H21年度

Ｈ２２年度

かなり悪い 悪い 普通 良い かなり

http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000078279.html


２/２　ページ

事業名

　Ⅱ-２　業績評価（Ⅱ-１　市民と行政の役割分担評価は「通常評価」のため省略）

単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度 H23年度 H24年度

件 2 3 3 3 －

件 2 4 2
％ 100.0% 133.3% 66.7%

評価 かなり良い かなり良い 普通

件 28 18 －

件 5 28 18
％ #DIV/0! #DIV/0! 64.3%

評価 #DIV/0! #DIV/0! 普通

総合評価 普通

指標名 適用年度 単位

指標名 適用年度 単位

No. 単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度

① 件 5 6 6 
② 千円 39,096 38,568 31,181 
③ 円/単位 7,819,159 6,427,917 5,196,907 
④ -17.8% -19.2%

＜現状分析，今後の方針等＞

Ｃ 市民参加度

＜調査の有無＞ ＜調査結果，現状分析等＞

＜調査方法＞ ＜調査時期＞

＜現状分析，今後の方針等＞

分　　析

　当事業の広報活動の充実度や事業者のニーズを表すにあたって，応
募件数を指標にすることが適当であるため。また，より多くの応募が
得られれば，その分，良いプランを採択することが可能となるため

　前年度の応募件数を目標値として設定する。

単位当たり経費（②÷①×1,000円）

助成件数（継続事業含む）

Ｂ 効率性 年間経費（事業費及び人件費の合計額）

単位当たり経費変動率

評価

指標の選択理由

指標変更
の有無

□ 有　■ 無

平成23年度
（平成２２年度分）

Ⅱ　評価結果

増加することが良いとされる指標

区分

目標値　…①

実績値　…②

京（みやこ）の環境みらい創生
事業

Ａ 目標達成度

目標達成度（②÷①）

指標名

指標１
新規助成件数

指標の種類

目標値　…①

実績値　…②

目標達成度（②÷①）

□ 有　■ 無

分　　析

＜実績値の変動理由等＞

　新規助成件数は，２～４件の範囲で推移しており，大きな変動は生じていない。

指標変更
の有無

助成応募件数

指標の種類

指標２

増加することが良いとされる指標

区分

目標値設定の考え方

指標２

指標１

　予算の範囲内で可能な助成件数を目標値として設定
している。

　環境分野の事業化支援に向けた効果を表すにあたって，当事業の助
成件数を指標にすることが適当であるため

　本事業は環境分野の専門的・学術的な知識が求められるため，市民参加により事業を
実施していくことは難しいが，事業が採択された後については，毎年，市民向けに成果
発表を行っており，研究開発の成果が市民に還元されるよう市民との接点の構築に努め
ている。

実施段階　□高　□中　□低　■無

企画段階　□高　□中　□低　■無

かなり良くなった かなり良くなった

＜コスト変動の理由等＞

平成２１年度と比べ，平成２２年度の経費が減少したため効率性が良くなった。

　効率性は向上したが，新規採択件数が２件に留まったことにより事業経費が小さくなったことが主因であり，当事業の効率
性を必ずしも正確に反映したものではない。

縮小等による
見直し

（今後の方向性の理由及び具体的な内容）

事業開始から５年が経過したが，技術開発や試作品開発までは至るものの，そこから量産・販売にまで
進んでいくケースは必ずしも多くないことを受け，平成２３年度をもって新規プランの採択を終え，事業
を廃止することとする。平成２４年度は，既に採択したプランへの助成金の支払い事務のみを行う。

評価段階　□高　□中　□低　■無

Ｄ 市民満足度
　□有　　■無　　□該当しない

平成２３年度
の実施状況

Ｅ 環境保全
及び環境負荷
軽減の要素

 ■　環境　　□　関連　　□　一般 　本事業は，環境産業の振興を通じ，より良い環境づくりに資するものである。

Ⅲ　今後の方向性

　平成２３年度は，ベンチャー振興や技術開発支援業務に専門性を有する(財)京都高度技術研究所に運営業務を委託し，当財
団のネットワークを生かしたＰＲ活動により，２１件の応募を得ることができた。平成２４年１月１３日開催の審査会で，４
件の助成事業を採択したとともに，継続事業２件についても助成を行っている。

市会・監査・
外部機関等か
らの指摘


